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(57)【要約】
　一部の実施態様はユーザーによって吸引される液体を
気化する気化器と、気化器に電力を供給するための電池
またはバッテリーを含む電力供給部と、ユーザーが吸引
した結果として電子蒸気供給装置を通る空気流を検知す
るためのセンサーと、手動の作動装置と、コントロール
ユニットとを含み、このコントロールユニットは、コン
トロールユニットが（ｉ）センサーが電子蒸気供給装置
を通る空気流を検知していて、且つ、（ｉｉ）手動の作
動装置がユーザーによって手動で作動されたと判断した
場合に液体を気化するために気化器に電力が供給される
ようにする電子蒸気供給装置を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーによって吸引される液体を気化する気化器と、
　気化器に電力を供給するための電池またはバッテリーを含む電力供給部と、
　ユーザーが吸引した結果として電子蒸気供給装置を通る空気流を検知するためのセンサ
ーと、
　手動の作動装置と、
　コントロールユニットとを含み、このコントロールユニットは、コントロールユニット
が（ｉ）センサーが電子蒸気供給装置を通る空気流を検知していて、且つ、（ｉｉ）手動
の作動装置がユーザーによって手動で作動されたと判断した場合に液体を気化するために
気化器に電力が供給されるようにする電子蒸気供給装置。
【請求項２】
　気化器はユーザーが吸引するための液体を加熱し、それによって気化するために電源か
ら給電されるヒーターであることを特徴とする請求項１に記載の電子蒸気供給装置。
【請求項３】
　液体はニコチンであることを特徴とする請求項１または２記載の電子蒸気供給装置。
【請求項４】
　センサーは電子蒸気供給装置を通る空気流を検知するために圧力降下を検知することを
特徴とする請求項１乃至３いずれか１項記載の電子蒸気供給装置。
【請求項５】
　手動作動装置はボタンを含むことを特徴とする請求項１乃至４いずれか１項記載の電子
蒸気供給装置。
【請求項６】
　コントロールユニットは、最初にボタンを押した後、手動作動装置が作動されたと判断
し、２回目にボタンが押された後、手動作動装置が停止されたと判断するように動作可能
であり、手動作動装置は最初に押されてから２回目に押される間に作動していると判断さ
れることを特徴とする請求項５記載の電子蒸気供給装置。
【請求項７】
　コントロールユニットは、ボタンがユーザーによって連続的に押されている限り手動作
動装置が作動していると判断するように動作可能であることを特徴とする請求項５記載の
電子蒸気供給装置。
【請求項８】
　手動作動装置はタッチセンサーであることを特徴とする請求項１乃至５いずれか１項記
載の電子蒸気供給装置。
【請求項９】
　コントロールユニットは、最初にユーザーがタッチセンサーに触れた後、手動作動装置
が作動されたと判断し、２回目にタッチセンサーに触れた後、手動作動装置が停止された
と判断するように動作可能であり、手動作動装置は最初に触れられてから２回目に触れら
れる間に作動していると判断されることを特徴とする請求項８記載の電子蒸気供給装置。
【請求項１０】
　コントロールユニットは、タッチセンサーがユーザーによって連続的に触れられている
限り手動作動装置が作動していると判断するように動作可能であることを特徴とする請求
項８記載の電子蒸気供給装置。
【請求項１１】
　手動作動装置は、手動作動装置が作動しない第１の位置と手動作動装置が作動する第２
の位置との間で移動するためにスライド可能なまたは回転可能なスイッチであることを特
徴とする請求項１乃至１０いずれか１項記載の電子蒸気供給装置。
【請求項１２】
　スイッチは手動作動装置が作動しない第２の位置の方へと付勢されることを特徴とする
請求項１１記載の電子蒸気供給装置。
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【請求項１３】
　手動作動装置は、最初に手動作動装置を作動させるユーザーの操作の後、限られた時間
作動したままであることを特徴とする請求項１乃至５、８または１１いずれか１項記載の
電子蒸気供給装置。
【請求項１４】
　手動作動装置は前記限られた時間に対応する所定の間隔が終了した後、自動的に作動を
停止させられることを特徴とする請求項１３記載の電子蒸気供給装置。
【請求項１５】
　所定の間隔は５～６０秒の範囲内であることを特徴とする請求項１４記載の電子蒸気供
給装置。
【請求項１６】
　手動作動装置は、ユーザーからの継続した連続操作の間のみ作動した状態のままであり
、ユーザーの操作が終了すると、手動作動装置は自動的に停止されることを特徴とする請
求項１乃至５、８または１１いずれか１項記載の電子蒸気供給装置。
【請求項１７】
　ユーザーによって吸引される液体を気化する気化器を含む電子蒸気供給装置の操作方法
であって、前記電子蒸気供給装置は、気化器に電力を供給するための電池またはバッテリ
ーを含む電力供給部を含み、前記方法は、
　ユーザーが作動するための手動作動装置を供することと、
　ユーザーが吸引した結果として電子蒸気供給装置を通る空気流を検知するためのセンサ
ーを供することと、
　（ｉ）センサーが電子蒸気供給装置を通る空気流を検知していて、且つ、（ｉｉ）手動
の作動装置がユーザーによって手動で作動されたと判断した場合に液体を気化するために
気化器に電力が供給されるようにすることとを含む方法。
【請求項１８】
　手動作動装置は、ユーザーからの継続した連続操作の間のみ作動した状態のままであり
、ユーザーの操作が終了すると、手動作動装置は自動的に停止されることを特徴とする請
求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　手動作動装置は、最初に手動作動装置を作動させるユーザーの操作の後、限られた時間
作動したままであることを特徴とすることを特徴とする請求項１７記載の方法。
【請求項２０】
　手動作動装置はボタン、タッチセンサーまたはスイッチであることを特徴とする請求項
１７、１８または１９記載の方法。
【請求項２１】
　添付図面を参照して実質的に本明細書中で説明される電子蒸気供給装置。
【請求項２２】
　添付図面を参照して実質的に本明細書中で説明される電子蒸気供給装置を操作する方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は電子ニコチン送出装置（例えば、電子タバコ）などの電子蒸気供給装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に電子タバコなどの電子蒸気供給装置は、気化される、またはそうでなければエア
ロゾルに変換される通常ニコチンなどの液体容器を含む。このような装置には通常マウス
ピースから離れて位置する１つ以上の空気取り込み穴が設けられている。ユーザーがマウ
スピースで吸い込みを行うと、空気が取り込み穴に引き込まれ、そしてカートリッジから
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ニコチンまたは他の液体が供給されるヒーターなどの蒸気源を通過する。
【０００３】
　一部の電子タバコにはヒーターを作動させるために使用されるボタンなどの特定の手動
利器が設けられている。このような利器では、ヒーターはユーザーがボタンを押し下げて
いる間のみ作動する。しかしながら、このような手動利器は、例えば装置がユーザーのポ
ケットにあるときに何かがボタンを押した場合に誤作動してしまう場合がある。このこと
は時にはユーザーが知らずにヒーターの意図しない作動の原因になり、これはバッテリー
の電力を無駄にし、ヒーターを損傷し、および／またはユーザーの怪我にもつながる場合
がある。
【０００４】
　このような問題に対する既存の解決策は、偶然に作動しないようにより複雑な作動機構
を有する装置を提供することである。例えば、装置は、ヒーターの作動を生じさせるため
にユーザーが連続して押す特定の番号を必要とするボタンを有する場合がある。しかしな
がら、このような比較的複雑な機構は、一般にユーザーにとって不便であり、面倒である
。
【０００５】
　意図しない作動を避けるために一部の装置で採用されている別の方法は、ユーザーが装
置を介して吸引した際に装置を流れる空気流を検知する空気流センサー（圧力降下センサ
ー）によって自動的に作動するヒーターを備えることである。より具体的にはユーザーが
装置を吸引すると、ヒーターが作動して少量の液体を気化し、ユーザーによって吸引され
る。しかしながら、これはヒーター（従って電子タバコ）をそれを持って吸引のまねをす
る意図したユーザー以外の誰かが作動させてしまうことにもなる。
【０００６】
　ここで説明する方法は、上述の問題点に対処する補助をするものである。
【発明の概要】
【０００７】
　電子蒸気供給装置が提供され、この装置はユーザーによって吸引される液体を気化する
気化器と、気化器に電力を供給するための電池またはバッテリーを含む電力供給部と、ユ
ーザーが吸引した結果として電子蒸気供給装置を通る空気流を検知するためのセンサーと
、手動の作動装置と、コントロールユニットとを含み、このコントロールユニットは、コ
ントロールユニットが（ｉ）センサーが電子蒸気供給装置を通る空気流を検知していて、
且つ、（ｉｉ）手動の作動装置がユーザーによって手動で作動されたと判断した場合に液
体を気化するために気化器に電力が供給されるようにする。
【０００８】
　本明細書に記載の方法は、下記の特定の実施態様に制限されないが、本明細書に示した
特徴の任意の適切な組み合わせを含みかつ検討している。例えば、後述の種々の特徴の１
つ以上を任意に適切に含む電子蒸気供給装置を本明細書記載の方法に従って提供してもよ
い。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　ここで本発明の種々の実施態様を添付の図面を参照し例示として詳しく説明する。
【図１】本発明の一部の実施態様による電子タバコなどの電子蒸気供給装置の略図（分解
）である。
【図２】本発明の一部の実施態様による図１の電子タバコの本体の略図である。
【図３】本発明の一部の実施態様による図１の電子タバコの気化器部分の略図である。
【図４】本発明の一部の実施態様による図１の電子タバコの本体部の一端の特定の態様を
示す略図である。
【図５】本発明の一部の実施態様による図１の電子タバコの本体の主機能部品の略図であ
る。
【図６】本発明の一部の実施態様による図１の電子タバコの特定の態様を例示するフロー
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図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　上述のように本開示は電子タバコのような電子蒸気供給装置に関する。以下の説明全体
において「電子タバコ」なる用語を使用しているが、この用語は電子蒸気供給装置と同じ
意味で使用される。
【００１１】
　図１は本発明の一部の実施態様による電子タバコ１０などの電子蒸気供給装置の略図で
ある（正確な縮尺ではない）。電子タバコはほぼ円筒状であり、破線ＬＡで示す長手方向
軸に沿って延び、２つの主要部材、即ち本体２０とカトマイザー３０とを含む。カトマイ
ザーはニコチンの容器を含む内部チェンバーと、気化器（ヒーターなどの）とマウスピー
ス３５とを含む。カートリッジ内の容器は発泡体または任意の他の構造でよく、ニコチン
を気化器に供給するまで保持する。気化器はニコチンを気化するためのものであり、カト
マイザー３０は、さらに容器から少量のニコチンを気化器上または気化器に隣接する気化
する場に移送する芯またはそれに類似する手段を含む。以下の説明ではヒーターを気化器
の具体例として使用する。しかしながら、当然のことながら他の形体の気化器（例えば超
音波を利用したもの）も使用可能である。
【００１２】
　本体２０は電子タバコ１０に電力を供給する充電式電池またはバッテリーと、電子タバ
コ全体を制御する回路基板とを備える。ヒーターが回路板によって制御されながらバッテ
リーから電力を受け取ると、ヒーターはニコチンを気化し、この蒸気はマウスピース３５
を介してユーザーに吸引される。本体には以下により詳しく説明する本体の外側に位置す
る手動で作動させる装置２６５、例えばボタン、スイッチ、または他のタッチセンサーが
さらに設けられている。
【００１３】
　本体２０とカトマイザー３０は互いに長手方向軸ＬＡに平行な方向に引き離すことによ
って図１に示す様に互いに分離可能である。しかしながら、装置１０を使用するときは、
本体２０とカトマイザー３０は図１に２５Ａと２５Ｂで概略を示した接続部で互いに機械
的かつ電気的に接続される。カトマイザーとの接続に使用される本体２０の電気コネクタ
ーは、本体がカトマイザー３０から外されると、充電装置（図示せず）を接続するソケッ
トの役目も果たす。充電装置の他端をＵＳＢソケットに差し込んで電子タバコの本体の電
池を充電することができる。他の実行例では、本体の電気コネクターとＵＳＢソケットを
直接接続するケーブルを設けてもよい。
【００１４】
　電子タバコ１０には空気取り入れ用の穴が１個以上設けられている（図１には示さず）
。これらの穴は電子タバコ１０内の空気通路からマウスピース３５まで繋がっている。ユ
ーザーがマウスピース３５から吸引すると、電子タバコの外側に適切に配置された１つ以
上の空気取り入れ穴から空気がこの空気通路に引き込まれる。この空気流（あるいはその
結果である圧力変化）が圧力センサーで検知され、ヒーターが作動してカートリッジのニ
コチンを気化する。空気流はニコチン蒸気中を通過してそれと混ざり合い、この空気流と
ニコチン蒸気の混合物がマウスピース３５からユーザーに吸引される。カトマイザー３０
は、ニコチンを供給し終わったら本体２０から外して廃棄（必要なら他のカトマイザーと
交換）してもよい。
【００１５】
　当然のことながら図１に示した電子タバコ１０は例示であって、種々の他の実施例を採
用することができる。例えば、一部の実施態様ではカトマイザー３０は２つの分離可能な
部材、即ちニコチン容器とマウスピースを含むカートリッジ（容器のニコチンを使い切っ
たら交換することができる）とヒーターを含む気化器（通常、交換されずに維持される）
として設けられる。別の例として充電設備は追加のまたは別の電力源、例えば車のシガレ
ットライターに接続してもよい。
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【００１６】
　図２は本発明の一部の実施態様による図１の電子タバコの本体２０の概略（単純化した
）図である。図２は全体に電子タバコの長手方向軸ＬＡを通る断面と考えることができる
。なお図２では、分かりやすくする目的で、種々の構成要素および本体の詳細、例えば配
線およびより複雑な形状は省略されている。
【００１７】
　本体２０は電子タバコ１０に給電するためのバッテリーまたは電池２１０並びに電子タ
バコ１０を制御するための特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）またはマイクロコントロー
ラーなどのチップ（図示せず）を含む。ＡＳＩＣはバッテリー２１０と並んでまたはその
一端に配置されてもよい。ＡＳＩＣはマウスピース３５での吸引を検知するためのセンサ
ーユニット２１５に取り付けられる（またはこれとは別にセンサーユニット２１５をＡＳ
ＩＣ自体に設けてもよい）。
【００１８】
　本体２０はさらに電子タバコ１０の遠い方（遠位にある）の端部を封止し、保護するキ
ャップ２２５を含む。キャップ２２５にまたはこれに隣接して空気取り込み穴があり、こ
れはユーザーがマウスピース３５で吸引すると空気を本体２０に入らせ、センサーユニッ
ト２１５を通過させる。従って、この空気流はセンサーユニット２１５にユーザーの吸引
を検知させる。
【００１９】
　本体２０のキャップ２２５と反対側は、本体２０をカトマイザー３０に接続するコネク
ター２５Ｂである。コネクター２５Ｂによって本体２０とカトマイザー３０の間の機械的
接続および電気的接続が得られる。コネクター２５Ｂは本体コネクター２４０を含む。本
体コネクター２４０は金属製で（一部の実施態様では銀メッキされており）、カトマイザ
ー３０との電気的接続端子の一方（陽極または陰極）の役目を果たす。コネクター２５Ｂ
はさらに電気接点２５０を含む。電気接点２５０はカトマイザー３０との電気的接続のた
めの第２の端子（上記第１の端子即ち、本体コネクター２４０と逆極性の端子）を提供す
る。電気接点２５０はコイルばね２５５に取り付けられている。本体２０がカトマイザー
３０に取り付けられるとき、カトマイザーのコネクター２５Ａはコイルばねを軸方向即ち
、長手方向軸ＬＡと平行な方向（それに沿う方向）に圧縮するように電気接点２５０を押
す。ばね２５５には弾性があるため、この圧縮によってばね２５５は付勢されて延びよう
とし、電気接点２５０をコネクター２５Ａにしっかり押し付ける効果が得られ、本体２０
とカトマイザー３０の間の電気的接続が良好確実になる。本体コネクター２４０と電気接
点２５０は非導電材料（プラスチックなど）で作られたトレッスル２６０で隔てられてお
り、２つの電気接点の間の絶縁が良好になる。トレッスル２６０はコネクター２５Ａとコ
ネクター２５Ｂの相互の機械的結合を補助する形状をしている。
【００２０】
　上述したように手動の作動装置２６５の一つの形体を表すボタン２６５は本体２０の外
方ハウジングに位置している。ボタン２６５はユーザーによって手動で作動させるように
操作可能ななんらかの適当な機構、例えば機械的ボタンまたはスイッチ、静電的または抵
抗性タッチセンサーなどを使用して実行してもよい。当然のことながら手動の作動装置２
６５は本体２０の外方ハウジングではなく、カトマイザー３０の外方ハウジングに配置し
てもよく、この場合、手動の作動装置２６５はコネクター２５Ａ、２５Ｂを介してＡＳＩ
Ｃに取り付けられてもよい。ボタン２６５はキャップ２２５の代わりに（または加えて）
本体２０の端部に配置してもよい。
【００２１】
　図３は本発明の一部の実施態様による図１の電子タバコ１０のカトマイザー３０の略図
である。図３は一般に電子タバコ１０の長手方向軸ＬＡの介した面の断面とみなすことが
できる。なお図３では、分かりやすくする目的で、種々の構成要素および本体の詳細、例
えば配線およびより複雑な形状は省略されている。
【００２２】
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　カトマイザー３０は空気通路３５５を含む。空気通路３５５はカトマイザー３０の中心
軸（長手方向軸）に沿ってマウスピース３５から、カトマイザー３０を本体２０に繋ぐコ
ネクター２５Ａまで延びる。空気通路３３５の周りにニコチンの容器３６０が設けられて
いる。この容器３６０は、例えば、ニコチンに浸したコットンまたは発泡体を供すること
によって実施してもよい。カトマイザーは容器３６０のニコチンを加熱するヒーター３６
５も含み、ユーザーによる電子タバコ１０の吸引に応答してニコチン蒸気を発生させて空
気通路３５５に流し、マウスピース３５から出す。ヒーターには配線３６６と３６７経由
で電力が供給され、これらの配線の他方はバッテリー２１０の互いに逆極（陽極と陰極、
またはその逆）にコネクター２５Ａを介して接続されている（図３では電源線３６６、３
６７とコネクター２５Ａの間の配線の詳細は省略されている）。
【００２３】
　コネクター２５Ａは内部電極３７５を含む。内部電極３７５は銀メッキされていてもよ
く、あるいは何らかの他の適切な金属で作られていてもよい。カトマイザー３０が本体２
０に接続されるとき、内部電極３７５は本体２０の電気接点２５０と接触して、カトマイ
ザーと本体の間の第１の電気経路を作る。具体的には、コネクター２５Ａとコネクター２
５Ｂが繋がると、内部電極３７５はコイルばね２５５を圧縮するように電気接点２５０を
押し、内部電極３７５と電気接点２５０の間の電気的接触が良好確実になる。
【００２４】
　内部電極３７５は絶縁リング３７２に囲まれている。絶縁リング３７２はプラスチック
、ゴム、シリコン、または任意の他の適切な材料で作られてもよい。絶縁リングはカトマ
イザーコネクター３７０で囲まれている。カトマイザーコネクター３７０は銀メッキされ
ていてもよく、あるいは何らかの他の適切な金属即ち、導電材料でつくられていてもよい
。カトマイザー３０が本体２０に接続されると、カトマイザーコネクター３７０は本体２
０の本体コネクター２４０に接触して、カトマイザーと本体の間の第２の電気経路を作る
。言い換えると、内部電極３７５とカトマイザーコネクター３７０は陽極端子と陰極端子
（あるいはその逆）の役目を果たし、本体内のバッテリー２１０の電力を供給用配線３６
６および３６７経由でカトマイザー内のヒーター３６５に適切に供給する。
【００２５】
　カトマイザーコネクター３７０には、電子タバコの長手方向軸から遠ざかる互いに反対
の方向に延びた２つのタブ３８０Ａ、３８０Ｂが設けられている。これらを用いて本体コ
ネクター２４０との差し込み式接続具を構成して、カトマイザー３０を本体２０に接続す
る。この差し込み式接続具により、カトマイザー３０と本体２０を互いに確実かつ堅牢に
接続することができるため、カトマイザーと本体は互いに固定位置に保持され、ふらつい
たり曲がったりすることがなく、不意に外れるというような何らかの可能性は非常に低い
。同時に差し込み式接続具によって、挿入、回転による簡単かつ瞬時の着脱と、（逆方向
）回転と引き抜きによる分離ができる。なお、他の実施態様では本体２０とカトマイザー
３０の間に異なる形態の接続、例えば嵌め込み式の接続あるいはネジ式の接続を用いても
よい。
【００２６】
　図４は本発明の一部の実施態様による本体２０の端部のコネクター２５Ｂの特定の詳細
概略図である（ただし分かりやすくするため、図２に示すコネクターの内部構造の大部分
、例えばトレッスル２６０は省略されている）。具体的には、図４は本体２０の外部ハウ
ジング２０１を示しており、全体に円筒管の形態をしている。この外部ハウジング２０１
は、例えば、紙またはそれに類似するものからなる外方のカバーを有する金属からなる内
方管を含んでもよい。外部ハウジング２０１は手動作動装置２６５（図４には示されてい
ない）をユーザーが容易に手動作動装置２６５触れられるように含んでもよい。
【００２７】
　本体コネクター２４０は本体２０のこの外部ハウジング２０１から延びている。図４に
示すように本体コネクターは、本体２０の外部ハウジング２０１の内側に嵌る大きさの中
空の円柱管の形状のシャフト部分２４１および電子タバコの主長手方向軸（ＬＡ）から離
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れるように半径方向外方に向けられたリップ部分２４２の２つの主要部分を含む。シャフ
ト部分が外部ハウジング２０１と重ならないところで本体コネクター２４０のシャフト部
分２４１を囲んでいるのはカラーまたはスリーブ２９０であり、これも円柱管形状である
。カラー２９０は本体コネクター２４０のリップ部分２４２と本体の外部ハウジング２０
１の間に保持され、これらは共にカラー２９０に軸方向の移動を妨げる（即ち軸ＬＡに平
行な）。しかしながら、カラー２９０はシャフト部分２４１の周囲を自由に回転する（従
って軸ＬＡの周囲で）。
【００２８】
　上記のように、キャップ２２５には空気取り入れ穴が設けられていて、ユーザーがマウ
スピース３５を吸引すると空気が流れてセンサー２１５を通過できるようになっている。
しかしながら、ユーザーが吸引する際に装置に入る空気の大部分は、カラー２９０および
本体コネクター２４０を通過して図４の２つの矢印で示す様に流れる。
【００２９】
　図５は、本開示の一部の実施態様による図１の電子タバコ１０の本体２０の主な機能構
成部材の概略図である。これらの構成部材は本体２０内に設けられた回路基板に搭載され
ていてもよいが、一部の実施態様の具体的な構成によっては、これらの構成部材の１つ以
上は物理的に回路基板自体に搭載されず、本体２０に収容されて回路基板と連動してもよ
い。
【００３０】
　本体２０は、その空気取り入れ口から空気出口（気化器）に通じる空気通路またはその
近傍にセンサーユニット２１５を含む。センサーユニット２１５は圧力降下センサー５６
２および温度センサー５６３を（同じく空気通路またはその近傍に）含む。しかしながら
、当然のことながら、センサーユニット２１５は、温度センサー５６３を有する圧力降下
センサー５６２を含んでもよく、または空気流（圧力降下ではなく）を直接測定する空気
流モニターを含んでもよい。本体２０は手動作動装置２６５も含む。本体はさらに小型ス
ピーカー５５８と、電気ソケット即ち、コネクター５Ｂ（カトマイザー３０またはＵＳＢ
充電装置との接続用）とを含む。
【００３１】
　マイクロコントローラー（例えばＡＳＩＣ）５５５はＣＰＵ５５０を含む。ＣＰＵ５５
０および他の電子部品、例えば圧力センサー５６２などの操作の少なくとも一部は、一般
にＣＰＵ（または他の部品）上で動作するソフトウェアプログラムで制御される。そのよ
うなソフトウェアプログラムはＲＯＭなどの不揮発性メモリーに保存してもよく、マイク
ロコントローラー５５５自体に統合することも、あるいは独立要素として設けることもで
きる。ＣＰＵは、必要時にＲＯＭにアクセスして個別のソフトウェアプログラムを読み込
んで実行すればよい。マイクロコントローラー５５５は、本体１０の圧力センサー５６２
および手動作動装置２６５などの他の装置と必要時に通信する適切な通信インターフェイ
ス（および制御ソフトウェア）も含む。
【００３２】
　ＣＰＵはスピーカー５５８を制御して電子タバコのバッテリー不足警報などの状態を示
す音声を出力する。異なる高さまたは長さあるいはその両方が異なる音を用いるか、それ
に加えてあるいはそれに代えて複数のそのような音を発して別の状況あるいは状態を知ら
せる種々の信号を提供してもよい。
【００３３】
　ＣＰＵ５５０は手動作動装置２６５がユーザーによって作動されたか否かを判断するよ
うに動作可能である。さらに上述したように電子タバコ１０は空気通路を含み、この空気
通路は空気取り入れ口から電子タバコ内を通り、圧力降下センサー５６２およびヒーター
（気化器またはカトマイザー３０内）を通過してマウスピース３５に至る。その結果、ユ
ーザーが電子タバコのマウスピースで吸引すると、ＣＰＵ５５０が圧力降下センサー５６
２からの情報に基づいてその吸引を検知する。その吸引の検知および手動作動装置２６５
が作動しているとの判断に応答してＣＰＵ５５０が電力をヒーターに供給して芯のニコチ
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ンを加熱、気化させ、それをユーザーが吸引する。
【００３４】
　言い換えれば、ＣＰＵ５５０は、（ｉ）センサーユニット２１５によるマウスピース３
５での吸引の検知および（ｉｉ）必要に応じて手動作動装置２６５をユーザーがそれを押
すまたは触れることによる手動作動させることの両方に対して応答する。（ｉ）および（
ｉｉ）を共に（即ち、いずれか１つを個別にではなく、互いを組み合わせて）受信するこ
とに応答して、ＡＳＩＣまたはＣＰＵはバッテリーまたは電池２１０からの電力をカトマ
イザー３０のヒーターに供給して、ユーザーに吸引される空気流内に液体を気化させる。
従って、ヒーターはＡＳＩＣがセンサーユニット２１５が電子タバコ１０を通る空気流を
検知し、また手動作動装置２６５がユーザーによって手動で作動させられたと判断した場
合のみに作動する。この２段階制御機構は、ユーザーがマウスピースで吸引していないと
きに手動作動装置２６５が意図せずに押されたり、触れられてもヒーターは作動しないと
いう点でヒーターが意図せずに作動してしまうというリスクを減少させる。逆に言うと、
ユーザーがヒーターを作動させたいとき（液体蒸気を吸引するために）、ユーザーはマウ
スピース３５で吸引し、手動作動装置２６５を押して（または触れる、スライドさせるま
たは回転させるなど）ヒーターを作動させる。
【００３５】
　このように手動の作動装置２６５を押すことによって生じる作動時間は、ユーザーに所
望の量の液体蒸気が提供されように予め設定された値、例えば２、３秒であってもよい。
これとは別にユーザーがマウスピース３５で吸引し、手動作動装置２６５を作動した状態
に維持している限り、ヒーターは、作動したままで、従って液体を加熱してもよい。これ
は極めて使い勝手の良い機構であり、ユーザーが吸引期間中にどの程度の液体蒸気が供給
されるかを制御することができる。
【００３６】
　図６は本発明の一部の実施態様による電子蒸気供給装置の作業を制御するためにマイク
ロコントローラー５５５によって行われるプロセスを例示したフローチャートである。
【００３７】
　このプロセスは工程６００で始まる。工程６０２ではユーザーが手動作動装置２６５を
手動で作動させたか否かを判断する。手動作動装置２６５を作動させていないと、本プロ
セスは工程６０２の最初に戻る。一方、作動装置２６５を作動させていると、本プロセス
は、工程６０４に移動し、そこでセンサーユニット２１５が電子タバコ１０を通る空気流
を検知しているか否かを判断する。マイクロコントローラー５５５は、空気流が閾値以上
になったときにセンサーユニット２１５が空気流を検知していることを判断する（例えば
、圧力降下センサー５６２によって測定される閾圧力降下によって判断されるように）。
センサーユニット２１５が空気流を検知しないと、本プロセスは工程６０２の最初に戻る
。一方、センサーユニット２１５が空気流を検知すると、本プロセスは工程６０６に移動
する。工程６０６では、マイクロコントローラー５５５が電力を気化器（ヒーター３６５
などの）に供給する。これにより気化器を作動させ、カトマイザー３０の液体をユーザー
による吸引用に気化させる。
【００３８】
　本プロセスは、それから工程６０８に移動し、そこで手動作動装置２６５を作動されて
いるか否かが判断される。ボタンまたは他の手動作動装置の特定の設計によって、その停
止は種々の状況で起こるようにしてもよく、例えば、ボタンが最後に押されてから（作動
させてから）予め設定した時間が経過したら、ユーザーがそれ以上ボタンを押さないまた
は触れない、またはユーザーがボタンを「オン」の位置から「オフ」の位置に戻す（また
はボタンが戻される）などして停止させてもよい。
【００３９】
　工程６０８で手動作動装置２６５が作動させられたと判断されると、本プロセスは工程
６１０へと移動する。工程６１０ではマイクロコントローラー５５５が気化器への給電を
停止し、よって気化器の作動を停止する。本プロセスは工程６１２で終了する。一方、工



(10) JP 2017-523785 A 2017.8.24

10

20

30

40

50

程６０８で手動作動装置２６５が停止されていないと判断されたら、本プロセスは工程６
１４に移動し、そこでセンサーユニット２１５が空気流の検知を停止しているか否かが判
断される。マイクロコントローラー５５５は、一般に空気流が閾値より小さくなった際に
センサーユニット２１５が検知を止めると判断する。しかしながら、センサー２１５およ
び／またはマイクロコントローラー５５５は、１つ以上の検知基準を適用してもよい。例
えば、空気流の検知は、空気流が予め設定した時間の間に閾値を下回った場合、または空
気流の減少速度が閾値と交わった時に特定のレベルを超えたら停止したとみなしてもよい
。当業者はその他の検知基準（またはその組み合わせ）を認識しているはずである。
【００４０】
　センサーユニット２１５は工程６１４で空気流の検知を止めると、本プロセスは工程６
１０へと移動し、気化器への給電を停止し、よって気化器の作動を停止する。本プロセス
は工程６１２で終了する。一方、工程６１４でセンサーユニットが空気流の検知を止めて
いないと判断されると、本プロセスは工程６０８の最初に戻る。
【００４１】
　ここで留意すべきは、図６は２組の試験（工程６０２と６０４および工程６０８と６１
４）が順に行われることを示しているが、実際にはこれら２組の試験の１つまたは両方を
並列して行ってもよい、即ち工程６０２と共に工程６０４および／または工程６０８と共
に工程６１４を行ってもよい。例えば、マイクロコントローラーはＡＮＤゲート（または
同等の処理ロジック）を使用して組み合わせることができるセンサー２１５および手動作
動装置２６５からの別個の（並列の）インプットを受信してもよい。従って、センサー２
１５および手動作動装置２６５の両方がポジティブな検知／作動をした場合、ＡＮＤゲー
トからの出力は同様にポジティブになり、マイクロコントローラーは工程６０６に従って
気化器に給電する。しかしながら、センサー２１５および手動作動装置２６５からインプ
ットのいずれか（または両方）がポジティブでなくなると（即ち、それぞれ空気流が無い
、または作動していないということ）、ＡＮＤゲートからの出力がネガティブに行き、よ
ってマイクロコントローラーは工程６１０に従って気化器に給電するのを止める（または
電力の供給を開始しない）。
【００４２】
　従って、図６からマイクロコントローラー５５５がセンサー２１５を電子タバコ１０を
通る空気流を検知している、そして手動作動装置２６５がユーザーによって手動で作動さ
せられたと判断したときのみ気化器が給電されることが分かる。このことは手動作動装置
２６５を誤ってユーザーが作動させたとしてもユーザーはマウスピース３５で吸引しない
ので、気化器は作動せず、ユーザーが気化器を意図せずに作動させることの妨げに役立つ
。同時にユーザーが（液体蒸気を吸引するために）気化器を作動させたい場合、ユーザー
はマウスピース３５で吸引して、手動作動装置２６５を作動させ、ユーザーに所望の量の
液体蒸気が提供されるのに適した時間気化器を作動させる。
【００４３】
　大まかに言えば、ユーザーがマウスピース３５で吸引し、手動作動装置２６５を作動さ
せている限り、気化器は作動したままであり、従って液体を気化する。これは使い勝手が
良く、ユーザーが直感的に使える機構であり、ユーザーが複雑な組み合わせのボタン２６
５の操作を学ぶ必要がない。
【００４４】
　さらにユーザーはどれくらい液体蒸気が電子タバコ１０のパフ中に供給されるかを制御
することができてもよい。例えば、手動作動装置２６５がユーザーの指がボタンまたは類
似の作動装置２６５に触れている限り作動したままの状態である場合、これによりユーザ
ーがヒーターを作動させる時間、従って蒸気の送出の時間（期間）を直接制御することが
できるようになる。従って、蒸気の送出量を減らしたいユーザーは、ボタンを例えば吸引
時間の半分だけ押して、減少した量の蒸気を受け取るようにしてもよい。当然のことなが
ら他の形状の手動作動装置２６５も同等のユーザー制御の形体を供し得る。
【００４５】
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　上述したように異なる実施態様は手動作動装置２６５の異なる実行例を採用してもよい
。例えば、手動作動装置２６５は物理的なボタンまたはスイッチであってもよく、または
単にユーザーによって触れられることによって作動するタッチセンサー（抵抗性または静
電的タッチセンサーなどの）であってもよい。加えて、手動作動装置２６５を作動するま
たは停止する方法は、一連の異なる方法を採用してもよい。例えば、一部の場合において
手動作動装置は、ボタン２６５が押されたまたは触れられた後所定の時間作動させてもよ
く、その後手動作動装置を停止させる。そのような実行例は、ユーザーが気化器への給電
全体に亘って完全（直接）に制御しないがユーザーが制御した後手動作動装置が停止する
のを確実にするのに役立つ。
【００４６】
　一部の実施態様では手動作動装置２６５は、ユーザーが１回目に押して作動させ、その
後２回目（連続して）に押して作動を停止させるボタンを含む。言い換えれば、ボタンを
交互に押すことで手動作動装置を作動させ、停止させる。１回目から２回目に押すまでの
期間中、マイクロコントローラーは手動作動装置２６５が作動しているとみなす。この方
法は、ユーザーが２回目のプレスを忘れた場合、または怠った場合には手動作動装置は作
動したままであるが、作動が継続している間に亘ってユーザーが直接制御できるという利
点がある。別の例では手動作動装置２６５は、ボタンがユーザーによって連続的に押され
ている限り作動しているとみなされる。この方法もまた吸い込みしている間に気化器が作
動している期間に亘ってユーザーが直接制御することができる。さらにユーザーが電子タ
バコの使用を終えた際にボタン２６５を押すのを止めるのはユーザーにとって当然のこと
であり、従って手動作動装置が意図せずに作動状態のままで維持されにくくなる。
【００４７】
　手動作動装置２６５がタッチセンサーを含む場合に類似の方法を適用してもよい。即ち
、１つの例では手動作動装置２６５は、ユーザーが１回目にタッチセンサーに触れた後作
動しているとみなされ、ユーザーが２回目にタッチセンサーに触れた後停止されたとみな
される。１回目に触れてから２回目に触れるまでの間に手動作動装置２６５は作動してい
るものとみなされる。別の例では手動作動装置２６５は、タッチセンサーがユーザーによ
って連続的に触れられている限り作動しているとみなされる。
【００４８】
　別の例では手動作動装置２６５がスライド可能なまたは回転可能スイッチなどの手動の
スイッチを含む場合、手動作動装置２６５は、スイッチが「オン」の位置に入れられると
作動し、スイッチが「オフ」の位置に入れられると停止される。このような実施態様では
ユーザーは手動作動装置を作動させるためにスイッチを「オン」の位置に保持し続けなけ
ればならないようにスイッチは「オフ」の位置の方へと付勢させてもよい。この場合ユー
ザーがスイッチを「オン」の位置に保持するのを止めると、スイッチは自動的に「オフ」
の位置へと戻る（バネまたはいくつかの他の弾性付勢機構などの影響によって）。これは
スイッチが意図せずに「オン」（作動させた）の位置に維持されにくくするだけでなく、
ユーザーは電子タバコの吸引後手動でスイッチを「オフ」の位置に戻す必要がないのでユ
ーザーにとって簡単になる。
【００４９】
　ボタン、タッチセンサー、スイッチまたはなんらかの他の好適な装置である手動作動装
置２６５は、一般にユーザーが電子タバコ１０を保持して吸入する際にユーザーが触れや
すいように配置される。例えば、手動作動装置２６５は電子タバコの遠位にある（キャッ
プ）端部より電子タバコの近位にある（吸い口）端部に幾分近く配置してもよい。なぜな
らユーザーは電子タバコをその近位端に近い位置で保持する傾向があるからである（従来
の燃焼性紙巻きタバコの場合のように）。従って、図１に示した例ではボタン２６５は本
体部分２５（カートリッジ ３０は使い捨てなので）上でマウスピースに最も近い端部に
配置される。ボタンは電子タバコがユーザーによって吸引されている間に適宜作動（押す
、動かすまたは触れる）させてもよい。
【００５０】
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　当然のことながらここで説明する手動作動装置は、ユーザーからの継続した連続操作を
作動が実行された状態にするために必要とし、ユーザーが操作を終了すると、手動作動（
自動的に）が終了、即ち作動が停止される。例えば、タッチボタンをユーザーがボタンに
触れ続けているときだけ作動させてもよく、従って、ユーザーがボタンに触れるのを止め
るとすぐに作動しなくなる。同様に押しボタンは、ユーザーがボタンを押し続けている限
り作動したままであり、その後ボタンは作動を停止させる位置へと自動的に戻る。この種
の手動作動装置ではユーザーがほぼ完全に電子タバコの操作全体を制御する。
【００５１】
　ここで説明した手動作動装置の別の例では、作動はユーザーの行為の後の限定された（
通常は所定の）時間実行されたままになるようにしてもよい。一例として、手動作動装置
はボタンを含み、ユーザーがこのボタンに触れた後またはそれを押した後、手動作動装置
がボタンが触れられたまたは押された後所定の時間（例えば数秒）動作したままになる。
その所定の時間が切れると、手動作動装置は自動的に作動が停止される。この方法は電子
タバコが誤って作動状態のままにされるリスクを避けることができる。
【００５２】
　本明細書に記載の方法は、例えば米国特許出願公開第２０１１／０２２６２３６号公報
に記載されている種類の吸入具などを含む広範な電子蒸気供給装置および同じように電子
気化器を含む非燃焼加熱装置（何らかの植物または抽出物、例えばタバコ葉、を入れて加
熱あるいは水蒸気を供給して、所望の蒸気を生成してもよい）に拡大することができる。
【００５３】
　種々の問題の対処と技術の発展のため、本開示全体は種々の実施形態を例示的に示して
おり、これらの実施形態では特許請求された発明が実践される。本開示の利点および特徴
は実施形態の単なる代表的な具体例であり、包括的でも排他的でもない。これらは特許請
求された特徴の理解と教示の単なる補助に提供されている。当然だが、本開示の利点、実
施形態、具体例、機能、特徴、構造、および／または他の側面は本開示を特許請求の範囲
に規定されたとおりに限定するあるいは特許請求の範囲の均等物に限定すると考えるべき
ではなく、本開示の範囲および／または思想から乖離することなく他の実施形態を利用し
ても改変してもよいと考えるべきである。種々の実施形態は、開示された構成要素、成分
、特徴、部品、工程、手段他の組合せを適切に備えても、これらで構成されても、基本的
にこれらで構成されてもよい。また本開示は、現在は特許請求されていないが将来特許請
求される可能性がある他の発明を含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００５４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１１／０２２６２３６号公報
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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月3日(2016.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーによって吸引される液体を気化する気化器と、
　気化器に電力を供給するための電池またはバッテリーを含む電力供給部と、
　ユーザーが吸引した結果として電子蒸気供給装置を通る空気流を検知するためのセンサ
ーと、
　手動の作動装置と、
　コントロールユニットとを含み、このコントロールユニットは、コントロールユニット
が（ｉ）センサーが電子蒸気供給装置を通る空気流を検知していて、且つ、（ｉｉ）手動
の作動装置がユーザーによって手動で作動されたと判断した場合に液体を気化するために
気化器に電力が供給されるようにし、
　前記手動作動装置は、ユーザーからの継続した連続操作の間のみ作動した状態のままに
なるように構成され、ユーザーの操作が終了すると、手動作動装置は自動的に停止される
ように構成されている電子蒸気供給装置。
【請求項２】
　気化器はユーザーが吸引するための液体を加熱し、それによって気化するために電源か
ら給電されるヒーターであることを特徴とする請求項１に記載の電子蒸気供給装置。
【請求項３】
　液体はニコチンであることを特徴とする請求項１または２記載の電子蒸気供給装置。
【請求項４】
　センサーは電子蒸気供給装置を通る空気流を検知するために圧力降下を検知することを
特徴とする請求項１乃至３いずれか１項記載の電子蒸気供給装置。
【請求項５】
　手動作動装置はボタンを含むことを特徴とする請求項１乃至４いずれか１項記載の電子
蒸気供給装置。
【請求項６】
　手動作動装置はタッチセンサーであることを特徴とする請求項１乃至５いずれか１項記
載の電子蒸気供給装置。
【請求項７】
　手動作動装置は、手動作動装置が作動しない第１の位置と手動作動装置が作動する第２
の位置との間で移動するためにスライド可能なまたは回転可能なスイッチであることを特
徴とする請求項１乃至６いずれか１項記載の電子蒸気供給装置。
【請求項８】
　スイッチは手動作動装置が作動しない第２の位置の方へと付勢されることを特徴とする
請求項７記載の電子蒸気供給装置。
【請求項９】
　ユーザーによって吸引される液体を気化する気化器を含む電子蒸気供給装置の操作方法
であって、前記電子蒸気供給装置は、気化器に電力を供給するための電池またはバッテリ
ーを含む電力供給部を含み、前記方法は、
　ユーザーが作動するための手動作動装置を供することと、
　ユーザーが吸引した結果として電子蒸気供給装置を通る空気流を検知するためのセンサ
ーを供することと、
　（ｉ）センサーが電子蒸気供給装置を通る空気流を検知していて、且つ、（ｉｉ）手動
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の作動装置がユーザーによって手動で作動されたと判断した場合に液体を気化するために
気化器に電力が供給されるようにすることとを含み、
　前記手動作動装置は、ユーザーからの継続した連続操作の間のみ作動した状態のままで
あり、ユーザーの操作が終了すると、手動作動装置は自動的に停止される方法。
【請求項１０】
　手動作動装置はボタン、タッチセンサーまたはスイッチであることを特徴とする請求項
９記載の方法。
【請求項１１】
　添付図面を参照して実質的に本明細書中で説明される電子蒸気供給装置。
【請求項１２】
　添付図面を参照して実質的に本明細書中で説明される電子蒸気供給装置を操作する方法
。
【手続補正書】
【提出日】平成29年2月23日(2017.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーによって吸引される液体を気化する気化器と、
　気化器に電力を供給するための電池またはバッテリーを含む電力供給部と、
　ユーザーが吸引した結果として電子蒸気供給装置を通る空気流を検知するためのセンサ
ーと、
　手動の作動装置と、
　コントロールユニットとを含み、このコントロールユニットは、コントロールユニット
が（ｉ）センサーが電子蒸気供給装置を通る空気流を検知していて、且つ、（ｉｉ）手動
の作動装置がユーザーによって手動で作動されたと判断した場合に液体を気化するために
気化器に電力が供給されるようにし、
　前記手動作動装置は、ユーザーからの継続した連続操作の間のみ作動した状態のままに
なるように構成され、ユーザーの操作が終了すると、手動作動装置は自動的に停止される
ように構成されている電子蒸気供給装置。
【請求項２】
　気化器はユーザーが吸引するための液体を加熱し、それによって気化するために電源か
ら給電されるヒーターであることを特徴とする請求項１に記載の電子蒸気供給装置。
【請求項３】
　液体はニコチンであることを特徴とする請求項１または２記載の電子蒸気供給装置。
【請求項４】
　センサーは電子蒸気供給装置を通る空気流を検知するために圧力降下を検知することを
特徴とする請求項１乃至３いずれか１項記載の電子蒸気供給装置。
【請求項５】
　手動作動装置はボタンを含むことを特徴とする請求項１乃至４いずれか１項記載の電子
蒸気供給装置。
【請求項６】
　手動作動装置はタッチセンサーであることを特徴とする請求項１乃至５いずれか１項記
載の電子蒸気供給装置。
【請求項７】
　手動作動装置は、手動作動装置が作動しない第１の位置と手動作動装置が作動する第２
の位置との間で移動するためにスライド可能なまたは回転可能なスイッチであることを特
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徴とする請求項１乃至６いずれか１項記載の電子蒸気供給装置。
【請求項８】
　スイッチは手動作動装置が作動しない第２の位置の方へと付勢されることを特徴とする
請求項７記載の電子蒸気供給装置。
【請求項９】
　ユーザーによって吸引される液体を気化する気化器を含む電子蒸気供給装置の操作方法
であって、前記電子蒸気供給装置は、気化器に電力を供給するための電池またはバッテリ
ーを含む電力供給部を含み、前記方法は、
　ユーザーが作動するための手動作動装置を供することと、
　ユーザーが吸引した結果として電子蒸気供給装置を通る空気流を検知するためのセンサ
ーを供することと、
　（ｉ）センサーが電子蒸気供給装置を通る空気流を検知していて、且つ、（ｉｉ）手動
の作動装置がユーザーによって手動で作動されたと判断した場合に液体を気化するために
気化器に電力が供給されるようにすることとを含み、
　前記手動作動装置は、ユーザーからの継続した連続操作の間のみ作動した状態のままで
あり、ユーザーの操作が終了すると、手動作動装置は自動的に停止される方法。
【請求項１０】
　手動作動装置はボタン、タッチセンサーまたはスイッチであることを特徴とする請求項
９記載の方法。
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